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令和７年２月５日  

令和６年度 武蔵野市立第二小学校 学校評価報告書 
【評価 Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：達成がやや不十分である Ｄ：達成が不十分である】                 校長名 松原 修 
項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

豊
か
な
心 

 

友達のよさを認め、互いに

思いやりのある言葉を 

かけ合えるような指導を

行う。 

【成果】 

６ 生活安全（保護者） 

学校は、友達のよさを認め、

互いに思いやりのある行動を

とれるよう指導している。 

〇肯定的評価 

(89.6→88.9→86.5→95.0％) 

Ａ 

 

・保護者アンケートでは高い評価

をいただいているが、児童の個人

差は大きく、継続して指導してい

く必要がある。 

Ａ保護者からの肯定的評価が向上しており、とてもよい状況で

すね。児童同士の信頼関係は、道徳や生活指導としてのみなら

ず、授業におけるグループワーク等の協働的な学びの中で培

っていくことが、地道な取組みとして重要だと思います。 

Ｂ児童の得意なところを尊重し、不得意なところを強要しない

指導をされていると思います。市民科の活動においても、前で

発表する子、絵が上手な子、小道具を準備する子…皆がそれぞ

れやり甲斐や成果を感じられるように導いてくださっていま

す。 

Ｄ友達のよさを見つけて、誉める習慣を身に付けることは、とて

もよいと思います。弊社では、「褒め褒めリレー」というもの

を朝礼で行っています。二人組になって、相手のよいところを

お互いに３０秒程度で伝えるというものです。 

 

いじめ防止対策委員会を

定期的に実施し、いじめや

不登校等の未然防止、早期

発見・対応・解決に取り組

む。 

【成果】 

７ 生活安全（児童） 

安心して学校生活を過ごす

ことができていますか。 

〇肯定的評価 

(86.9→88.9→89.7→87.8％) 

 

８ 生活安全（保護者） 

学校はアンケー卜等を活用

し、いじめの未然防止や早期発

見及び的確な対応をしている。 

〇肯定的評価 

(65.4→71.1→71.7→81.9％) 

 

Ｂ 

 

・学校の取組が保護者には見えに

くいという課題があったが、今年

度は肯定的評価が 10 ポイント以

上増えている。 

 

・児童の評価も高いが、学校風土

の調査結果は、必ずしも高いとは

言えない。多面的に調査を行い、

対策に生かしていく。 

Ａ保護者からの肯定的評価が向上したのみならず、児童自身も

毎年 9 割近くが肯定的に評価しており、二小のいじめ防止対

策が効果を発揮していると受け止めました。 

Ａ学校風土調査の結果は偏差値で表現しているとお聞きしてい

ますので、先日頂いた調査結果は他校と比べた場合の相対評

価だと思います。二小自体の調査結果が時系列的に向上した

か低下したかが重要なので、そのあたりの分析も必要である

と考えます（すでに行われた結果が左の評価であれば、私の認

識不足で申し訳ありません）。 

Ｂ上記にもあるように、「いじめ」に限らず一人一人の調書を認

める→いじめ、仲間はずれをしないに自然につながっている

と思います。数年前に、児童が先生への暴言、いやがらせ等の

事案がありました。子ども同士、学校内だけではない、社会的

差別等についても考えることが、身近ないじめ防止につなが

るのかなと思います。 

Ｄいじめは見えないところで起こっているので、学校側も家庭

でも、見つけるのは困難だと思います。現象が出てからでは手

遅れになることもあると思います。何かしら見つける手段を

講じることができると、子どもたちも保護者も安心できると

思います。弊社で行っている「褒め褒めリレー」は、言葉遣い

はもちろん表情や態度から関係性が見えるので、社員間のト

ラブルを早めに見つけることができています。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

 

・今年度から取り組んでいる学校風土調査は、子どもたちの豊かな心の育成に直接かかわっている。子どもたちの自己決定、協働的な学び、学習環

境のユニバーサルデザイン等を柱に、引き続き取り組んでいくと共に、いじめの早期発見にも活用していく。 

 



- 2 - 
 

項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

確
か
な
学
力 

 

指導計画に則った意図的、

計画的な授業を行う。高学

年の教科担任制に取り組

む。 

【成果】 

１ 学習活動（保護者） 

お子さんは授業を楽しく 

受けている。 

〇肯定的評価 

(94.7→90.4→88.6→92.2％) 

２ 学習活動（保護者） 

お子さんは学年に必要な学

力が身に付いている。 

○肯定的評価 

(89.6→83.4→88.0→84.3％) 

 

【課題】 

３ 学習活動（保護者） 

お子さんは、家庭での学習 

習慣が身に付いている。 

○否定的評価(9.6→23.9％) 

Ｂ 

 

・今年度は高学年が２クラスだっ

たため、担任がそれぞれ理科と

社会を担当し、英語の講師を入

れることで、３教科で教科担任

制を実施することができた。 

 

・３年間、校内研究で協働的な学

びに取り組んできており、学校

風土調査でもよい結果となって

いる。 

 

・家庭での学習習慣については、

低中高学年で取組を変えていく

必要があるが、家庭と連携した

取組を工夫していく。 

Ａ学んだことが身につくためには授業が楽しいと思えることが

重要なので、その点、楽しさについての保護者の評価が高いの

は良いことだと思います。協働的な学びの風土調査結果が良

いとのことですが、グループ学習の楽しさが授業全体の楽し

さにつながっているかもしれません。大人でも、ワークショッ

プなどの話合い型学びの満足度は高いので、協働的な学びを

上手に用いていくことで授業の楽しさやひいては前向きな学

習態度の形成につながるのではないでしょうか。 

Ａ家庭での学習習慣については、授業の楽しさや学力など他の

項目とのクロス集計などを行い、どのような児童の保護者が

とくに否定的な回答をしているのかをまず確認することから

始めるとよいのではないかと思います。 

Ｂ様々な分野でその専門家（？）の講義、実技に触れることは、

児童の視野が広がり、先生の負担軽減につながると思います。

小学校ならではの、担任の先生との密な関係はとても重要で

すが、今以上に、外部講師を招く機会が増えるとよいのかなと

思います。 

Ｂ家庭の学習習慣については、大事だと思います。高学年になる

と、授業がらみで宿題は出しても出さなくても、不満が出てい

ましたね。 

Ｄ教科担任制はよいと思います。授業内容で先生がかわること

で、気持ちの切り替えになると思います。 

Ｄ子どもは信号の変わり目で止まろうとしても、保護者が早く

渡りなさいと信号無視をさせてしまう光景を見かけます。家

庭での学習習慣を、学校と連携することは大切だと思います。 

 

ＩＣＴ機器を正しく、有

効に活用できる指導計画

を作成する。 

【成果】 

４ 生活安全 

お子さんは、ルールを守って

学習者用コンピュータを使用

している。 

○肯定的評価(81.3→87.6％) 

○わからない(11.1→ 6.8％) Ｂ 

 

・学習者用コンピュータの使用 

ルールを、各学級で定期的に振

り返ることで、児童も保護者も

意識することができた。 

家庭での使用時間に個人差が

大きく、使用目的が曖昧になっ

ているという自由意見もあった

ことから、引き続き指導を継続

していく。 

Ａ肯定的評価が高まり、不明が低下したのは素晴らしいことだ

と思います。今後は、PC 作業による身体的・心理的なマイナ

ス面や ICT の反社会的使用等の防止のため、さらに適正な利

用の教育が必要と考えます。文科省や教育委員会レベルの課

題が多いと思いますが、学校でも家庭との連携による PC・ゲ

ーム機器の使用総時間規制などを進められればよいのではな

いかと思っています（難しいとは思いますが…）。 

Ｂ使用ルールの定期的な確認は、とても大切だと感じます。ネッ

トを利用するメリット、デメリットを、１０個ずつくらい書き

出すや、長時間のタブレット利用が、健康的にこのようによく

ないといったことを、医学的に専門の方にお話ししてもらう

等の取組もあってもよいかと思います。 

Ｄ学習用コンピュータを利用することはとてもよいことだと思

います。保護者もより関心を高めることで、家庭内でコンピュ

ータを通じて共通の話題もできるし、使用時間も有効的にな

ると思います。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・ゲストティーチャーを活用した授業は、引き続き計画的に取り組んでいく。また、教科担任制についても、教員の得意を生かしながら、より効果

的な指導ができるようにする。 

・学習者用コンピュータなど学校のきまりについては、そのきまりのある意味を考えさせながら、担任同士で基準を揃えて指導する。 
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項目 重点目標 取組状況・成果・課題 評価 改善策・対応策 学校関係者評価における意見 

健
や
か
な
体 

 

運動に親しむ態度を養い、

体力の向上に努める。 

【成果】 

８ 健康体力（保護者） 

学校は、体育の授業、休み時

間の外遊びを通して、運動に親

しむ態度を養い、体力の向上に

取り組んでいる。 

〇肯定的評価 

(90.2→90.7→89.5→94.7％) Ａ 

 

・保護者アンケートの結果は良好

だが、児童アンケートでは、 

「休み時間には外で元気に遊ん

でいますか」に対して、20％が

否定的な回答となっている。運

動に親しむ態度を、引き続き養

っていく。 

Ａ全体としては９割超の保護者が肯定的にとらえている

のでよいですが、２割の児童が気になりますね。人間

関係の問題や体調不良など外遊びを抑制する要因を取

り除いていくことなども必要でしょうか。運動ぎらい

の児童には、「外でやれるおとなしい遊び」などを勧め

ていくことも次善の策かなとも思います。 

Ｂタグラグビーに、横河からラグビー指導のように様々

な競技の専門家にいらしていただく機会が増えれば、

よいかなと思っています。また、授業だけでなく、休

み時間や二小まつりのような全学年イベントで、学年

を越えてその競技に触れ合うというのも楽しいと思い

ます。 

Ｄ２０％の否定的な回答に対して憶測ですが、外遊びの

魅力や方法が分からないのではないでしょうか。時代

とともに遊具も危険な物は撤去される中、魅力や楽し

さを見つけられるよう親しむ態度を養うことはよいと

思います。 

 

生活リズム表の効果的な

活用 

【成果】 

９ 健康体力（保護者） 

学校は、生活リズム表や日々

の指導を通して、児童が自らの

健康に気を付け、正しい生活習

慣を身に付けるよう指導して

いる。 

○肯定的評価(81.6→92.5％) 
Ａ 

 

・本校の歴史のある取組である。

保護者アンケートでは高い評価

をいただいているが、児童アン

ケートでは、16.1％が否定的な

評価となっている。児童への 

意識付けを工夫したい。また、

生活リズム表の活用について、

検討していく。 

Ａ保護者の評価が向上したのは良いことですね。児童の

中での否定的な回答は学年進行とともにどのように変

化するでしょうか（健康９の項目でしょうか）。「健康

に気を付けて規則正しく生活」するとこんなに爽やか

とか良いことがある、という実感をどのように持たせ

るか、その動機付けは学年によって異なるように思い

ます。 

Ｂ我が家では、「キャンペーン期間」と言って、リズム表

が配られるその２週間だけは続ける、終わると元に戻

るを繰り返していましたが、それでも、続けることに

よって、あるときから朝の歯磨きがリズム表の提出後

も自然に続くようになりました。これも、なぜ早寝早

起きが大切か、歯磨きしないとどうなるかといったこ

とを、専門の方にお話ししていただくこととセットで

行うと、より効果的かと思いました。 

Ｄ正しい生活習慣を継続して行うことは、とてもよいこ

とだと思います。健康のありがたさを児童に理解させ

ることは大変だと思いますが、生活リズム表という取

組を通じて、理解度が深まることを信じます。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・外遊びについては、校庭でできる遊びを指導したり、定期的にクラス遊びの日を設定するなど、外遊びの魅力や楽しさを伝えていく。 

・生活リズム表については、学校での指導と家庭での取組の連携を工夫することで、改善につなげていく。 
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そ
の
他 

 

各種たよりやホームペー

ジ等の活用、積極的な情報

発信 

【成果】 

10 その他（保護者） 

 

○肯定的評価 

(97.4→95.4→96.2→96.8％) Ａ 

 

・引き続き高い評価をいただいて

いる。保護者のニーズをとらえ

た情報を発信できるよう、これ

からも工夫していく。 

Ａ『二小だより』をはじめ、情報発信を積極的に行って

おられるので、そのあたりが評価されているのだと思

います。引き続きよろしくお願いいたします。 

Ｂセカンド、プレセカンドの様子の更新具合は、全小学

校の中でもピカイチとの評判です。（他校の保護者がう

らやましがっていました。）先ほどのタブレット利用に

もつながりますが、保護者も学校の情報はネットから

とのニーズは、年々高まっているようです。 

Ｄ企業でもデジタルトランスフォーメーションに取り組

んでいますし、若い世代の保護者にもデジタルでの情

報発信は、効果的だと思います。 

 

二小のきまり・やくそくを

徹底 

【成果】 

５ 生活安全（保護者） 

児童に挨拶やきまりを～。 

○肯定的評価(89.5→95.4％) 

※児童   (87.7→88.3％) 

Ａ 

 

・教職員は、25％が否定的評価を

しており、課題を感じている。

保護者、地域と連携し、指導を

継続していきたい。 

Ａ保護者からの評価が向上し、児童も 9 割近くが肯定的

評価なので素晴らしいと思います。25%の教職員がど

のような点で否定的に評価なさっているのかを分析

すれば道が拓けてくると感じられます。 

Ｂ交通安全教室が２年生対象に行われていますが、自転

車に関する安全教室は全学年対象として、重点的に行

ってもよいのかなと思います。 

Ｃセキュリティ面が小学校は甘く、入校証は処分しない

家庭もあると思われるため、ＩＣカードなどにするこ

とで、卒業のときに返却すれば、普段の安心や安全面

などがしっかりとできると思います。 

Ｃ校庭の帰りのルート確認をして欲しいです。授業中に

低学年が校庭から帰るときには、ここを通る（校庭を

斜めに横切らない）ことを徹底的に決めていただきた

いです。 

Ｄ弊社では一般的な挨拶として、「お疲れ様です」という

挨拶は使わず、「ありがとうございます」を決まりとし

て使っています。敬意する気持ちをもっと分かりやす

く、感謝を相手に伝えることで、お互いを認め合うこ

とで使っています。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・引き続き、デジタルの活用も含めて、積極的な情報発信を進めていく。 

・児童、保護者のアンケート結果は悪くないが、教職員自身が否定的な評価をしている以上、さらに指導を改善する必要がある。あらゆる学校のきま

りについて、そのきまりのある意味を児童と一緒に考え、担任同士で基準を揃えて指導を徹底する。 
 


